
【主要な新機能】
1. LLMコントローラー“Shasta”に従来の7B/1.5Bモデルに加えて

より強力な10Bモデルが登場
- 従来の7B/1.5Bモデルが用途に応じてハイブリッドに稼働するのに対し、

10Bモデルは単一モデルでPromptとAuto Completeの両用途に対応
- コードマイグレーションなどの用途に集中して追加された新たな学習内容により、

Humanevalなどのベンチマークではさらに高得点をマーク
- Token Windowのサイズを従来の16,000から128,000に拡大
- Linux版にて、AMD製GPUに対応

2. さらに進化したKLiP(IDE拡張機能）
- 新たなContext Provider機能の拡充 (@docs, @urlなど）
- エディター内で実行可能なインラインプロンプト機能の拡充
- Krugle Code LLMに加え、Open AI APIを経由した外部LLMにも対応
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Krugle SCMI Server v6.2.3
Krugle AI Core Server v0.6.0
Krugle Code LLM Shasta (on-CPU) v0.6.0

Krugle IDE 拡張機能 KLiP v0.6.0



KrugleAI Code LLM ー Shasta

10Bモデルをリリース
• 従来の7B/1.5Bモデルが用途に応じてハイブリッドに稼働するのに対し、

10Bモデルは単一モデルでPromptとAuto Completeの両用途に対応

• コードマイグレーションなどの用途に集中して追加された新たな学習内容により、
Humanevalなどのベンチマークではさらに高得点をマーク

• Token Windowのサイズを従来の16,000から128,000に拡大

• Linux版ではAMD製GPUに対応

• VScodeのChromiumで稼働するエンベッド版KrugleAI Text Embed V1.0をリリース
- デフォルトのtransformer.jsが抱えるスレッドブロッキング問題を回避
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Shasta導入マニュアルはこちら



最新版:Krugle Code LLMのベンチマークスコア
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KrugleAI IDE拡張機能 - KLiP
• カスタムプロンプトの共有機能

カスタマイズされたプロンプト ファイルを作成してチーム間で共有することにより一般的なパターンを標準化

• クイック レンズ ツール
クラスまたは関数全体をすばやく選択してすばやく編集 ー 開発ワークフローの効率化に貢献
カスタム クイック レンズ ツールにより複雑な操作を 1 回のクリックで実行可能

• マルチモーダルサポート
GPT-4oやGPT-4o-miniを含むOpenAI 互換の3rd Partyモデルをサポート

• 新たなコンテキスト プロバイダー
@url を使用し@urlて URL を入力し、モデルの Markdown ドキュメントに変換
@docs 任意のドキュメント サイトからスニペットをインデックス化して参照
@issue GitHub の問題を参照
@gitlab-mr GitLab マージ リクエストを参照
@jira Jira の問題を参照
@os 現在のオペレーティング システムのアーキテクチャとプラットフォームを参照

• UI強化
新しいダッシュボードページ ー インデックスステータス、トークンの使用状況などを確認できるようになりました読む
KLiP セットアップ ウィザード ー 新規ユーザーが設定を素早く行えるよう、セットアップウィザードを追加しました

3

KLiP導入マニュアルはこちら
KLiP ユーザーガイドはこちら



 既存のコード資産を自由に検索
 レポジトリ上のコード資産や

検索結果をAIプロンプトに引用

外部のAIサービス

Enterprise Platform
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開発者のIDEが稼働するデスクトップ環境

Code LLM
@Desktop

Code LLM
on Server

お客様固有の
データセット

目的に応じて適切なLLMを活用

 様々なコード資産やドキュメント、
その他の情報資源を自由に引用して
LLMの能力を活用

 もちろんコードの自動生成にも対応

様々なコンテキストをクエリーに織り込む便利な補完機能
@Files 複数のファイル
@Open Files 開いているファイル
@Search ワークスペース内の検索結果
@File Tree ワークスペース内のファイル構造
@Codebase コードベース
@Code 任意のコード
@Git Diff Git Diffの内容
@Docs 外部ドキュメント参照
@Url 外部URL参照 ほか

【@Context Providerコマンド】
選択したコード/スニペットに対して定型的な処理を適用
/edit コードの修正
/comment コメントの自動挿入
/share 共有用.mdファイル生成
/cmd コマンドライン生成
/test テストコード生成

→ さらに開発者が独自に設定することが可能

【“/”コマンド】

10B

10B
15B

Code LLM Pro

LLM
お客様独自の

カスタム
Code LLM

LLM お客様保有の
他のLLM

開発者の高い要求に応えるKrugle独自のLLM製品
- Krugle Code LLM 10Bモデル
-ウィンドウサイズ：128K トークン

• Linux/Windows/Mac環境に対応
• CPU: 8core/Mem:16GBのスペックで稼働可能
• 利用可能なGPU資源を自動判別して性能を加速

Linux ー NvidiaまたはAMD製GPUに対応
Mac ー M1以降のオンボードGPUに対応
Win    ー Nvidia製GPUに対応（拡充予定あり）

Code LLM とは

Code Auto Complete機能
（自動コード補完）

Fine Tuning Tool

IDE拡張機能 とは

Krugleで整理されたコード資産や
Code LLMのパワーを開発者が日々
作業を行うIDEからダイレクトかつ
自由に活用できるIDEアドオンツール

Web
レポジトリ/プロジェクト単位で

効率的にAI処理を実行

AI

Platform

OpenAI API



お問い合わせはこちらまで
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クリューグル株式会社（Krugle Inc.）

〒105-6415 東京都港区虎ノ門1-17-1 虎ノ門ヒルズビジネスタワー15階

https://www.krugle.co.jp

代表取締役社⾧ 川北 潤 Jun.Kawakita@krugle.co.jp

取締役CTO 山口 智之 Tomo.Yamaguchi@krugle.co.jp


